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火
災
の
な
い
、明
日
に
向
か
っ
て

消
防
出
初
式

　

１
月
８
日
に
上
野
運
動
公
園
競

技
場
で
「
消
防
出
初
式
」
が
行
わ

れ
、
消
防
職
員
や
消
防
団
員
、
防

火
協
会
や
企
業
の
自
衛
消
防
隊
な

ど
11
団
体
の
１
３
８
１
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

通
常
点
検
で
は
、
今
岡
市
長
や

権
蛇
助
役
・
内
保
助
役
ら
が
消
防

職
員
や
消
防
団
員
の
服
装
・
姿
勢
・

動
作
な
ど
を
一
人
ひ
と
り
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
た
。

　

優
良
消
防
団
員
の
表
彰
で
は
、

昨
年
の
三
重
県
消
防
操
法
大
会

ポ
ン
プ
車
の
部
で
優
勝
し
、
全
国

大
会
へ
出
場
し
た
伊
賀
市
消
防
団

伊
賀
方
面
隊
選
抜
チ
ー
ム
が
伊
賀

市
長
表
彰
と
三
重
県
消
防
協
会
伊

賀
支
会
消
防
団
員
特
別
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
に
亘

る
消
防
活
動
に
尽
力
し
て
き
た
方

な
ど
が
表
彰
を
受
け
、
合
わ
せ
て

２
８
７
人
へ
感
謝
状
と
賞
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

受
章
者
を
代
表
し
て
、
島
ヶ
原

方
面
隊
分
団
長
の
福
永
賢
治
さ
ん

が
「
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
と

い
う
自
主
防
災
が
重
要
と
な
り
、

消
防
団
に
対
す
る
期
待
も
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
期

待
に
そ
え
る
よ
う
に
努
め
た
い
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
伊
賀
市
消
防
団
長
の
中

森
伸
正
さ
ん
は
「
昨
年
か
ら
こ
の

よ
う
な
市
民
参
加
型
の
出
初
式
を

開
催
し
て
い
ま
す
。今
後
も
日
夜
、

訓
練
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

初
期
消
火
訓
練
で
は
、
市
内
の

自
主
防
災
組
織
の
皆
さ
ん
や
、
来

賓
の
市
議
会
議
員
が
消
火
器
を
使

う
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
あ
や
ま
保
育
所
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
と
消

防
団
員
に
よ
る
腕
用
ポ
ン
プ
の
放

水
が
あ
り
ま
し
た
。
放
水
を
終
え

る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
「
火
遊
び

は
絶
対
し
ま
せ
ん
」「
マ
ッ
チ
や

ラ
イ
タ
ー
は
持
ち
ま
せ
ん
」
な
ど

防
火
の
誓
い
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に

言
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
消
防
職
員
・
団
員
に

よ
る
一
斉
放
水
で
す
。
空
高
く
放

た
れ
た
水
を
見
つ
め
な
が
ら
、「
地

域
の
安
全
は
地
域
の
み
ん
な
で
守

ろ
う
」
と
い
う
思
い
を
、
参
加
者

は
改
め
て
感
じ
た
よ
う
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
団
員
ま
か
せ

で
な
く
、
市
民
全
体
で
取
り
組
む

こ
と
が
大
事
」（
自
主
防
災
組
織

リ
ー
ダ
ー
）「
地
域
の
一
番
身
近

な
防
災
組
織
な
の
で
、
地
域
の
人

と
も
っ
と
連
携
し
て
活
動
し
て
い

き
た
い
」（
消
防
団
員
）
な
ど
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

「
火
の
用
心
」の
決
意
新
た
に
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【問い合わせ】
　　　伊賀市消防本部　　消防救急課　☎２４－９１１６
　　　伊賀南部消防組合　青山消防署　☎５２－１１５１

※
敬
称
略

■
市
長
表
彰

（
全
国
消
防
操
法
大
会
出
場
選
手
）

▼
部
長　

丸
柱　

嘉
章

　
　
　
　

福
西　

保

　
　
　
　

澤
野　

啓
之

▼
団
員　

冨
田　

昌
義

　
　
　
　

宮
田　

竜
麿

　
　
　
　

森
川　

陽
一
郎

　
　
　
　

川
内　

洋
樹

　
　
　
　

山
本　

勝
彦

　
　
　
　

南
出　

真
樹

■
県
消
防
協
会
定
例
表
彰

【
功
績
章
】

▼
分
団
長　

　
　

福
永　

賢
治
（
島
ヶ
原
）

▼
副
分
団
長　

　
　

西
澤　

宏
之
（
上
野
）

　
　

小
阪　

正
一
（
上
野
）

▼
部
長　

　
　

佐
田　

稔
昌
（
上
野
）

【
精
勤
章
】

▼
分
団
長　

　
　

北
口　

浩
明
（
島
ヶ
原
）

　
　

稲
森　

誠
（
大
山
田
）

　
　

福
井　

隆
生
（
青
山
）

　
　

濱
村　

昭
（
青
山
）

　
　

中
井　

淳
夫
（
島
ヶ
原
）

　
　

杉
本　

佳
也
（
青
山
）

　
　

城
戸　

敏
徳
（
上
野
）

▼
副
分
団
長　

　
　

山
出　

憲
清
（
島
ヶ
原
）

　
　

山
上　

敬
史
（
上
野
）

　
　

増
井　

達
也
（
島
ヶ
原
）

▼
部
長　

　
　

田
中　

一
光
（
青
山
）

　
　

越
山　

忠
幸
（
青
山
）

　
　

西
田　

茂
樹
（
伊
賀
）

　
　

橋
本　

尚
彦
（
伊
賀
）

　
　

中
野　

和
広
（
上
野
）

【
表
彰
徽
章
】　

83
人

■
県
消
防
協
会
伊
賀
支
会
定
例
表
彰

【
功
労
章
】

▼
分
団
長　

　
　

平
岡　

祐
一
（
阿
山
）

▼
副
分
団
長　

　
　

小
倉　

英
樹
（
阿
山
）

　
　

福
永　

篤
人
（
青
山
）

　
　

福
島　

正
勝
（
阿
山
）

　
　

東　

博
章
（
大
山
田
）

　
　

穂
積　

清
秀
（
島
ヶ
原
）

　
　

前
川　

直
平
（
大
山
田
）

▼
部
長　

　
　

安
本　

真
也
（
上
野
）

　
　

上
島　

文
雄
（
上
野
）

　
　

宮
崎　

裕
文
（
上
野
）

　
　

種
岡　

必
勝
正
義
（
上
野
）

　
　

大
西　

仁
（
上
野
）

　
　

森
野　

真
治
（
上
野
）

　
　

福
澤　

孫
征
（
上
野
）

【
表
彰
徽
章
】
１
５
３
人

■
県
消
防
協
会
伊
賀
支
会

消
防
団
員
特
別
表
彰
徽
章

９
人

優
良
消
防
団
員
表
彰

平成１８年中の伊賀市の火災・救急・救助概要
火災件数１

火災種別 平成１８年 平成１７年 増減
建物火災 19 20 △ 1
林野火災 3 6 △ 3
車両火災 15 15 0
その他火災 5 16 △ 11
合計 42 57 △ 15

　平成１８年中の火災件数は、４２件となっています。昨年
と比較すると１５件の減少となりました。火災種別では建物
火災が最も多く１９件で、全体の４５％を占めています。次
に車両火災１５件、その他火災（道路・空地の枯草の火災など）
５件、林野火災３件の順となっています。
　火災の主な原因としては、たき火・枯草焼きがあげられま
すが、車両の故障・事故による火災も多く発生しました。

事故種別 平成１８年 平成１７年 増減
急病 2,423 2,455 △ 32
交通 517 569 △ 52
一般負傷 511 560 △ 49
労働災害 75 86 △ 11
自損事故 63 41 22
加害 27 16 11
運動競技 22 13 9
火災 2 3 △ 1
水難 1 0 1
その他 204 208 △ 4
合計 3,845 3,951 △ 106

　平成１８年中の救急件数は３，８４５件
で１日平均で約１０．５件出動したことに
なります。事故種別の救急件数では、急病
による出動が最も多く２，４２３件で全体の
６３％と半数以上を占めています。次いで
交通事故、一般負傷となっています。

救急件数２

救助件数３

事故種別 平成１８年 平成１７年 増減
火災 1 0 1
交通 50 43 7
水難 1 0 1

機械による事故 3 1 2
建物などによる事故 1 0 1
その他の事故 3 5 △ 2
合計 59 49 10

　平成１８年中の救助件数は、５９件となりました。昨
年と比較すると１０件の増加となりまし
た。事故種別では、交通事故が最も多く
５０件で全体の約８５％を占めています。


